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よめが免机手箆鱈

千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標COD値

平成12年3月、月平均coo値
探水場所:手賀沼公園沖

平成13年3月、月平均coo値
採水場所:手賀沼公園沖

貸借対照表

市
の
財
政
状
況
を
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

市
が
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
資
産
や
負
債
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
中
・

長
期
的
な
視
点
に
立

っ
た
行
財
政
改
革
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
刊
年
度
末
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
貸
借
対
照
表
と
も

呼
ば
れ
、
民
間
企
業

が
保
有
す
る
資
産
ゃ

れ
仙
な
ど
の
状
況
を

ま
と
め
た
会
川
制
作

ル
で
す
。

疋
右
の
い
訟
の
A
N
ル川
知
が
必
ず

一
致

す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
ま
す
。
市
は
川氏
川
企
業
で
は
な

い
た
め
、
「
資
本
の
部
」
の
か
わ
り

に
、
資
沌
と
負
仙
の
先
制
を

「
正
味

資
産
」
と
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
末

(平
成
ロ
年
3
月

引
日
現
在
)
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

左
衰
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
平
成

ロ
年
広
ぷ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、

ま
と
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

我孫子市のバランスシート
(平成12年3月31日現在) (単位:百万円)

資
限
は
、
市
の
持

っ
て
い
る
土
地
や
建

物
、
出
資
金
、
北
借金

な
ど
、
将
来
に
わ
た

っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
悦
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
を
い
い

ま
す
。
そ
の
総
舶
は
、
9
2
2似
2

2
3
4万
円
に
な
り
ま
し
た
。

資
産
の
う
ち
、
七
地

・
地
物
な
ど

の
有
形
同
定
資
産
の
川
什
は
、
土
木

伐
に
よ
る
も
の
が
灯

・
4
%、
救
出川

百
が
引・

5
%
で
す
。

道
路
や
公
闘
な
ど
の
土
木
関
係
の

資
産
が
峠
も
多
く
、
次
に
学
校
や
社

会
教
打
施
m

ぶ
な
ど
の
資
産
が
続
き
ま

す
。
こ
の
ふ
た
つ
で
河

・
9
%
と
、

8
訓
近
く
を
内
め
て
い
ま
す
。

臼
目的
は
、
市
位
や

退
職
給
与
引
当
金
な

ど
、
将
来
に
お
い
て

返
済
や
支
出
が
確
実

に
必
援
に
な
る
も
の

を
い

い
ま
す
。
切
れ山

総
郁
は
、

3
0
6佑

2
7
8
4万
円
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
山
一峨
給
与
引
当
金
は
、
年

度
末
に
全
て
の
市
職

μが
杵
辿
退
職

し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
金
制
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

正
味
資
産
は
、
負
債
と
は
逆
に
、

市
税
な
ど
の

一
般
財
源
や
国

・
県
か

ら
の
支
出
会
な
ど
で
資
産
を
形
成
し

た
も
の
で
、
返
済
の
必
袋
が
な
い
も

の
を
い
い
ま
す
。
総
傾
は
、
6
1
5

悩
9
4
5
0
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

資産の部 盟賞翻:
有形固定資産 固定負債

総務費 8.501 地方債 19，860 
民生費 1.989 
衛生費 5，791 退職給与引当金 8，736 
労働費 。合 計(D) 28.596 
農林水産業費 276 流動負債
商工費 11 
土木費 39，657 翌年度償還予定額 2，032 

消防費 1，124 翌年度繰上充用金 。
教育費 26，337 

合，計(E) 2.032 
その他 9 

合計(A) 83.695 負債合計
30.628 

(うち土地) (21，278: 
(D)+(E}=(F) 

投資等 I~酪電車問題
投資 -出資金 1.668 

一般財源等(G) 48.839 
賞付金 。
基金 2，092 

合計(8) 3.760 
国庫支出金(H) 11，458 

流動資産
都道府県支出金(I ) 1，747 

現金 -預金 3.072 
未収金 1，695 正味資産合計
合計(C) 4，767 (Gl+(Hl+( I )=(J 1 61，594 

資産合計
92.222 

負債・正昧資産合計
(A)+(Bl+(C) (F)+(J) 92，222 

市民一人あたりのバランスシー ト
r 負債

地方債、退峨給与
引当金など

240，296円

正昧資産
市税、国 -県から
の支出金など

483，249円

産

土地、建物、道路、
公園、基金など

723，545円

資

な
お
、
土
地
の
分
川
附
入
な
ど
の

仙
務
白
山
行
為
は
、
文
払
利
子
組
が

椛
定
し
て
い
な
い
た
め
、
国
の
基
準

に
法
づ
き
ね
伯
に
は
含
め
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
簡
は
、
物
件
の
附
入
に
係

る
も
の
が
却
位
5
8
1
8
万
円
、

似

務
保
証
ま
た
は
損
失
補
償
に
係
る
も

の
が
9
億
8
6
9
6
万
円
で
す
。

司

叶

|

」

市
民

一
人
あ
た
り

一
鯛

円

一
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

-m一
応

.
は
、
右
表
の
と
お
り

た

ら

と
な
っ
て
い
ま
す
。

曹
の
つ
u

」

八

万

人
け
は
、
予
成
ロ

民

2
年
4
リ
1
川

A
E
η

4m
ヴ，

，
'
ーJ
A
1
6

住
民
基
本
台
帳

(
ロ

万
7
4
5
9人
)
を
松
市
に
し
て
い

ま
す
。バランスシートの

作成にあた って

将
来
を
見
通
し
た
自
治
体
経
営
に

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
単
年
度
の

予
れ
の
収
支
で
は
な
く
、
こ
れ
ま

で
に
即
抑
制
し
て
き
た
資
産
ゃ
れ
仙

の
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

有
形
回
定
資
産
に
占
め
る
正
味

資
産
と
負
債
の
訓
合
を
見
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
形
成
さ
れ
た
社
会
資

本
の
世
代
間
の
負
担
比
成
否
分
か

り
ま
す
。
我
孫
子
市
で
は、

こ
れ

ま
で
の
世
代
に
よ
っ
て
す
で
に
ぬ

担
さ
れ
た
川
什
が
乃
・
6
%、
将

来
の
附
代
が
負
制
一し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
川
作
が
苅

・
6
%
と
な
っ

マ
柏
殉
芳
彦

ノレ

市

長

自
治
体
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
の
分
析
方

法
は
ま
だ
確
立
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
民
間

企
業
の
手
法
に
よ
り
、

財
政
状
耐
を
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
政
什
訂
に
対
す
る
ほ
味
資
院
の

川
作
を

ι味
資
限
比
市
と
い
い
、
山

の
数
仰
は
“

・
8
%で
す
。

ま
た
、
正
味
資
産
に
付
す
る
れ
偵

の
制
作
を
負
債
比
一
半
と
い

い、

市
で

は
mw
・
7
%と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
味
資
産
比
率
は
向
い
ほ
ど
、
負

て
い
ま
す
。

刻
時
点
で
は
、
バ

ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
発
表
し
て
い
る

n治
体
は
ま

だ
少
数
で
す
が
、
ん
寸
後
、
様
々
な

梨
学前を
他
市
と
比
較
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
作
成
す
る

こ
と
自
体
よ
り
も
、
そ
れ
を
ど
う

分
析
し
、
ど
う
糾
か
し
て
い
く
の

か
が
屯
袈
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
市
川
し
、
将
米
を
け
ん
過
し
た

適
切
な
円
治
体
経
科
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

てざ し実 現をめ

似
比
唱
は
低
い
ほ
ど、

財
政
状
態
が

よ
い
と

一
般
的
に
汗
側
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
知
則
的
な
支
払
い
能
力

で
あ
る
流
動
比
率
は
、
流
動
負
位
に

対
す
る
流
動
資
陀
の
割
合
で
示
さ
れ、

1
0
0
%
以
ヒ
が
明
ま
し
く
、

2
0

0
%
が
則
包
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
で
は
2
3
4
・
6
%に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
年
度
内
に
人
令
の
な
か

っ
た
山
民
税
な
ど
の
ぷ
収
金
が
合
ま

れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
を
川
り
引
い

て
診
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
財
政
相
一9
1
・
内
線
2

っι
n
u

のぷb、
A 社クリ サ イ

。今回お知らせするバランスシート

は、自治省 (現総務省)が平成12年

3月に示した基準に基づいて作成し

たもので、基礎数値は昭和44年度以

降の決算統計データを用いています。

決算統計データは、 一般会計や特別

会計の範囲が地方公共団体によって

異なることから、比較しやすいよう

に共通の基準で調整した「普通会計j

を基準にしています。

。有形固定資産は、その年度に整備

した学校や道路などの建設費や土地

取得費を、そのまま取得価格として

います。

。道路、公園、学校などの土地以外

の有形固定資産は、一定の基準で減

価償却しています。また、そうした

施設に充てられた国庫支出金、県支

出金なとも同様に減価償却を行って

います。
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市
は
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
長
期
的
な
目
標
と
施
策
の
方
向

性
を
明
確
に
し
た
「
我
孫
子
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
9
年
に
制
定
し
た
我
孫
子
市
環
境
条
例

の
基
本
理
念
で
あ
る
、
良
好
な
環
境
の
保
持
、
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
人
と
自
然
の
共
生
等
を
具

体
化
し
た
も
の
で
す
。
計
画
の
期
間
は
、

2
0
0
1
年
度
(
平
成

均
年
度
)
か
ら
2
0
2
0
年
度
(
平
成
位
年
度
)
ま
で
の
初
年
間

で
す
。
こ
の
間
、
計
画
の
進
行
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
叩
年
後
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

人
と
烏
が
共
存
し
、

手
賀
沼
を
誇
れ
る
ま
ち

こ
の
計
画
で
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
を

「人
と
心
が
共
存
し
、
手
口
沼
を
誇

れ
る
ま
ち
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

手
賀
川
を
我
孫
子
の
硝
坊
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
、
野
山
川
の
牛
掛
乞
ま
ち
づ
く

り
の

H

も
の
さ
し
H

と
し
て
、
我
孫

子
で
の
く
ら
し
を
誇
れ
る
ま
ち
を
め

ざ
す
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

実
現
す
.る
た
め
、
次
の
5
つ
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
(左
図
参
照
)

①
自
然
の
成
り
立
ち
と
常
み
を
踏
ま

え
た
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り

②
人
と
自
然
の
凶
わ
り
を
大
切
に
、

μな
ど
の
生
き
物
と
共
存
す
る
ま
ち

づ
く
り

③
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
手
白
出

を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

@
開
境
に
や
さ
し
い
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

⑤
市
民
と
協
働
で
、
き
め
細
か
い
地

区
づ
く
り

~ -ti' 怠第1043号

環境基本計画がめざすまちの姿と5つのまちづくリ

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

こ
の
計
画
で
は
、
我
孫
子
の
蹴
抗

の
現
状
、
特
徴
、
税
組
を
と
ら
え
、

5
つ
の
ま
ち
，
つ
く
り
そ
れ
ぞ
れ
に
、
市

第
一
次
環
境
保
全
の
た
め
の

我
孫
子
市
率
先
行
動
計
画

「第

一
次
郎
境
保
全
の
た
め
の
我

孫
子
市
率
先
行
動
計
画
」
は
、
開
境

基
本
計
画
の
付
属
方
針
と
、

地
球
杭

暖
化
対
策
の
推
進
に
附
す
る
法
律
で

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

「地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
あ
わ

せ
た
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

地
球
出
暖
化
は
、
現
在
の
人
類
の

生
活
と
将
来
の
人
類
の
生
存
器
撤
に

深
刻
な
拶
糾
を
お
よ
ぽ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
品
室
効
川市
ガ
ス

の
排
出
祉
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
、
実
施
可
能
な
対
策
を
現
段

階
か
ら
講
じ
る
こ
と
が
必
袋
で
す
。

そ
こ
で
市
は
、

法
律
に
基
づ
き
、

市
役
所
の
中
務

・引
業
に
よ
る
机
室

効
梨
ガ
ス
の
排
出
等
を
抑
制
す
る
た

め
の

「実
行
計
画
」
を
策
定

・
公
表

4，877，269 kg 

243，863 kg 

5% 
民

・事
業
者

・
市
の
け
い体
的
な
取
り

組
み
を
記
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民

・市什
染
者
の
自
主
的

な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、

「
市
民

・
引
業
者
へ
の
磁
抗
配
慮
指

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
民
同
士
、
事
染
者
間、

市
民
と
事
業
者
が
辿
抑
で
き
る
機
会

づ
く
り
や
、
開
境
問
報
の
収
集

・
提

供
を
行
い
ま
す
。

す
る
と
と
も
に
、

今
後
、
実
行
計
画

の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
方
公
共
同
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
行
政
区
域
内
で
、
規
模
の
大

き
い
経
済
、王
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
事
務

・
事
業
に
伴
っ
て
排
出
さ

れ
る
胤
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
が
地
域

の
抗
室
効
果
ガ
ス
の
実
質
的
な
排
出

抑
制
と
な
り
、

地
球
胤
暖
化
防
止
上

の
効
裂
が
朋
侍
さ
れ
る
か
ら
で
す

0

0
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標

市
の
品
室
効
川市
ガ
ス
の
排
出
削
減

凶
椋
お
よ
び
共
体
的
項
目
で
の
削
減

目
仰
い
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

手
引
沼
部

・
内
料
5

6 
8 

※
こ
れ
ら
の
計
阿
川
は
、
市
役
所
木

庁
舎
1
附
行
政
情
報
資
料
・
語
、
市
民

図
作
館
、

市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す

17，175，606 

515，268 

3% 

34，411 t 

2，065 t 

6% 

燃料使用量の削減目標量と削減率

1999年度(平成11年度)C02換算排出量

2005年度(平成17年度)での削減目標量

2∞6年度(平成17年度)での削減率(対1999年度)

電気使用量の削減目標量と削減率

1999年度 (平成 11 :年度 )使用量

2005年度(平成17年度)での削減目標量

2∞5年度1平成17年度)での削減率(対1999年度)

一般廃棄物の焼却量の削減目標量と削減率

1999年度(平成11年度〕一般廃棄物焼却量

2005年度(平成17年度)での削減目標量

動~lI宅市民活劃を
符号肱IIt

市民活動災害補償制度

市
で
は
、
自
治
会
な
ど
の
市
民
団

体
が
社
会
相
祉
の
向
上
の
た
め
に
行

う
活
動
中
に
組
き
た
必
故
等
を
で
き

る
限
り
救
済
し
、
安
心
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
に

「市
民
活
動
災

市市

職翠
。〉

組
織
の

一
部
改
正
と

名
称
の
変
更

4
月
1
日
付
け
で
、
市
の
制
織
の

一
部
改
正
と
名
称
の
宏
史
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、
少
子
化
が
進
む
中
、

子
育

て
世
代
の
定
住
化
を
図
る
た
め、

子

育
て
支
援
誠
に
「少
子
化
対
策
担
当」

を
新
設
。
一制
祉
総
合
相
談
室
の

「総

合
相
談
担
当
」
は
業
務
内
科
に
合
わ

せ
て
分
慨
し
、
新
た
に

「
mm担
当
」

と

「生
前
保
護
担
当」

を
設
け
ま
し

た
。

館米 ~J}I
bこ {-T三汚11ま
先 4 のた
立 )J紺
ち の 織 教
、何ーを育

凶 i援 会委
;!ト学 商品
館明 的 会
と セ に で
企とン jえ~ lま
民タ也 生
館 1 し涯
を 1~f.J、 学

寸
官
制
伯
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
活
動
中

の
事
故
等
に
よ
る
傷
害
や
賠
償
立
任

に
よ
る
負
担
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

世
朋
の
負
担
や
団
体
登
錦
の
必
民
は

あ
り
ま
せ
ん
。
万

一
、
事
故
に
辿
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ

、
。

U
 

市
民
活
動
の
範
囲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
文
化

・
社
会
教

育

-
mH
少
去
最
・

自
治
会

・
自
主

防
災
・

P
T
A活
動
な
ど
、
市
民
団

体
が
い
川
報
酬
で
行
、っ
日
帰
り
の
活
動

に
限
り
ま
す
。

傷
害
補
償

市
民
団
体
の
主
催
事
業
で
、
活
動

中
や
往
復
経
路
の
移
動
中
に
起
き
た

中
故
に
よ
っ
て
参
加
者
が
ケ
ガ
を
し

た
り
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
ケ
ガ
が

原
因
で
防
宮市が
生
じ
た
と
き
に
補
償

さ
れ
ま
す
。

*
死
亡
補
償
額

5
0
0万
円

(事
故
の
日
か
ら
1
8
0
日
以
内
に

仮
舎
の
た
め
死
亡
し
た
と
き
)

*
後
遺
障
害
補
償
額
防
官官
の
程
度

に
よ
り
目
万
円
か
ら
5
0
0
万
円

(事
故
の
日
か
ら
1
8
0
日
以
内
に

後
追
隙
笹
が
生
じ
た
と
き
)

*
入
院
補
償
額

日

制

3
0
0
0円

(事
故
の
日
か
ら
1
8
0
日
を
限
度
)

申
通
院
補
伯
額

日

制

2
0
0
0円

(事
故
の
日
か
ら
1
8
0
日
以
内
で
、

実
日
数
卯
日
を
限
度
)

賠
償
責
任

市
民
活
動
中
の
中
故
で
参
加
者
や

第
三
者
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た

・
死
亡
さ

せ
た

・
物
品

(財
物
)
に
損
害
を
与

え
た
こ
と
に
よ

っ
て
参
加
者
や
指
導

者
が
賠
償
立
任
を
幻
っ
た
と
き
、
第

三
者
か
ら
預
か
っ
た
物
を
壊
し
た
り
、

<D 

の部

人主
と

名

称

事

異

動変
頁芝

員
統
指
し
、
か
つ
生
雄
学
期円
を
推
進
す

る
組
織
と
し
て

「生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
」
を
設
世
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
介
護
支
援
課
の

「生
き

が
い
係
」
は、

「日
齢
者
栴
祉
係
」

に
名
称
を
変
史
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

総
務
謀

・
内
線
2
8

1 
市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
H付
け
で
市
職

μの
持
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の

典
勤
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(役
職
名
は
新
し
い
職
名
)

{部
長
級
}

マ
市
民
部
長
:
・坂
上

長
，ι

マ
保
健
侃
祉
部
一年

:
鈴
木
由

マ
建
設
部
長
:
・中
野
洋

マ

教

9-~ 

。〉

行
委
員
会
生
蹴
学
門
部
長
必
生
紙
学

習
セ
ン
タ
ー
長
旅
公
民
館
長
・・・伊
雌

久
《次
長
級
}
マ
総
務
部
次
長
兼
総

務
謀
長

(選
挙
管
四
委
只
会
事
務
局

次
長
併
任
)
:
・
飯
山
守

マ

総

務
部

次
長
必
廿
財
課
長
・:
村
越
克
己
マ

総
務
部
参
事
・:
須
疎
開
二

マ
市
民

部
次
長
兼
収
税
謀
長
・・・
大
類
泰
久

マ
開
抗
生
情
部
次
長
・:
水
内
昭

マ

蹴
境
生
前
部
次
長
兼
山
政
課
長
・・
・浅

行
必
司

マ
保
健
制
祉
部
次
長
兼
子

育
て
支
援
課
長
:・
尾
高
朝
雄

マ
建

設
部
次
長
娘
道
路
謀
長
・・・
三
門
蹄

マ
都
市
部
次
長
派
宅
地
課
惇
:
川
崎

政
彦

マ
教
官
安
只
会
教
育
総
務
部

次
長
兼
総
務
課
長
:・
汁
羽
健

一

マ

教
育
委

μ会
生
涯
学
習
部
次
長
必
社

な
く
し
て
し
ま
う
な
ど
し
て
口
任
を

川
わ
れ
た
と
き

(受
託
物
賠
償
)
、

市
の
公
共
施
設
の
欠
陥
や
不
仙
が
版

悶
で
生
じ
た
事
故
で
施
設
利
朋
者
等

が
損
害
を
受
け
た
と
き
、
な
ど
に
対

し
て
補
償
さ
れ
ま
す
。

*
身
体
賠
償
額

1
人
に
つ
き
6
0

0
0万
円
、

-
事
故
に
つ
き
3
位
円

を
限
度

本
財
物
賠
償
額

1
部
故
に
つ
き
1

0
0万
円
を
限
度

*
受
託
物
賠
償
額

1
平
故
に
つ
き

1
0
0万
円
を
限
度

請
求
手
続
き

該
当
す
る
事
故
が
起
き
た
と
き
は、

速
や
か
に
参
茄
団
体
を
と
お
し
て
市

役
所
の
担
当
叫
に
述
絡
し
、
却
日
以

内
に
事
故
報
告
附
けを
提
出
し
て
く
だ

，、?
、
。

‘

c
・v

問
い
合
わ
せ
市
民
活
動
支
援
諜
市

民
活
動
議

担
当

・
内
線
4
8
8

会
教
行
謀
長
:
・岩
井
利
子

マ
水
辺

局
次
長
兼
経
営
仕
組
謀
長
・・・
菊
池
辿

1
L
 

O
亦《課

長
級
}

マ

竹

財
課
・“十一
件
・:
大

ル
栄
三

マ
徴
収
対
策
判
山口
主
幹
・

佐
雌
降

マ
税
税
課
民
:
・竹
井
正
附

マ
凶
保
年
金
課
長
・:波
法
山

マ
市

民
活
動
支
援
課
長
旅
災
符
対
策
室
長

・:
荒
井
茂
山

マ
手
口
泊
課
長
:
・鈴

木
屯
利

マ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
疎

長
・:
鷲
けん
公
雄

マ
交
通
幣
備
課
長

・:
戸
辺
志
興

マ
福
祉
総
合
相
談
宅

長
・:
石
川
，
叫
マ
制
祉
総
合
相
談
室

E
幹
:
・大
円
み
ち
子
マ
介
護
支
援

謀
長
・:坂
本
良
樹
マ
保
健
一利
祉
部

付
け
課
長
・:
小
熊
ネ

一

マ
下
木
辺

刊時一文
:・
ド
サ
立
川

マ
以
悦
舵
進
山

ju

t

-
J4
351

‘

ー
:
1
1
;

目

当
主
幹
:・
魚
地
明
夫

マ

会
計
課
民

:・
背
水
隆

マ
議
会
市
務
局
次
長
:
・

阿
国
登
ぶ
男
マ
批
査
委

μ事
務
川
次

長
:
・
山
崎
山
犬

マ
品
業
委
円以
会
計

務
局
次
M
K
・--
笈
川
功

マ
数
行
委
以

会
市
史
編
さ
んん
零
此
・・・小
原
広
司
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高
野
山
新
田
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
者
募
集

手
幻
出
沿
い
の
、

μ附
ら
し
の
紫

附
ら
し
い
水
間
で
、

初m
や

μた
ち
を

眺
め
な
が
ら
お
米
づ
く
り
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

地
元
の
民
家
の
方
の
指
導
を
受
け、

川
机
え
か
ら
収
艇
ま
で
、
田
ん
ぼ
の

作
業
が

一
通
り
体
験
で
き
ま
す
。

秋
に
は
、
収
秘
し
た
お
米
を
歩
泊

者
で
分
配
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

~肉‘
，

-、

-ti' * 

日制 NPO法人
「ふれあい塾あびこJ

-1京事:rti:茎1~1:l.JI

2001.4.16 (3) 

骨

h
-
u骨
h

・6p
h

・ら担、.，
ι咽 ~世代を越えて学び楽しむ~

「
ふ
れ
あ
い
挫
あ
び
こ
」
の
述
営

団
体
が
、
去
る
3
月
9
日
に
千
梁
川山ん

か
ら
、
市
内
で
3
番
U
の
N
P
O法

人
と
し
て
認
訓
さ
れ
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
喝
あ
び
こ
」
は
、
め

ば
え
幼
椛
刷
(
内
山

2ru)
を
会

場
に
、
お
も
に
高
齢
匹
引
を
刈
象
と
し

て
生
純
学
刊
の
誹
悔
や
他
府

m逃
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
蛇
供
す
る
と
と

も
に
、
幼
枇
附
児
や
そ
の
父
母
と
附

代
を
越
え
た
交
流
を
行
い
、
相
立
に

新
し
い
知
忠
や
生
き
が
い
を
見
つ
け

て
も
ら
い
た
い
と
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

参
刷
将
は
現
在
、

ω代
か
ら
初
代

ま
で
、
火
性
8
人
を
合
め
M
人
。
毎

出
川

・
木
附
け
の
午
前
川
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
、
排
出
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

版
式
の
共
同
学
判
と
、
阿
川
計

・
茶
道

・

パ
ソ
コ
ン

・
崎
川
会
な
ど
の
川
好
会

を
山
制
し
て
い
ま
す
。
参
加
有
川
上

は
も
ち
ろ
ん
、
以
や
係
の
よ
う
な
附

<D 

(仮称)市民活動支援センターの

設立準備会委員を募集

市
で
は
、
市
民

・
企
業

・
行
政

の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
拠

点
と
し
て
、
(仮
称
)
山
民
間
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
辿
引
な
ど
に

つ
い
て
検
却
す
る
た
め
、
「
セ
ン

タ
ー
設
立
地
仙
会
委

ιゑ
姦

し
ま
す
。

あ
な
た
の
力
で
、
よ
り
よ
い
セ

ン
タ
ー
を
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

検
討
内
容

(仮
称
)
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
な
ど

募
集
人
員

5
人
町
制
度

期
間

4
月
か
ら
6
月
こ
ろ
ま
で

会
識
の
開
催
日

予
け
の
佐
川、

A
H品
川

3
川判何
度

報
酬

無
報
酬
と
な
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川弘治

で
4
川
お
口
ま
で
に
市
民
印
刷
支

援
諜
市
民
間
励
文
按
判
3
・
内
線

第

17 4
月
初
日
(
土
)

今
年
も
柿
木
ま
つ
り
を
開
似
し
ま

す
。
山山
本
ゃ
い
い
花、

肥
料
の
山
必
会
、

い
ち
に
ち
助
物
村
、
チ
ピ
ッ
コ
も
ち

つ
き
大
会
な
ど
似
し
が
い
っ
ぱ
い
。

ご
家
政
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

木

• 

鈎
日
(
祝
)
、

※
天
似
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
内
作
が
変

民
に
な
る
助
作
が
あ
り
ま
す

日
時

4
H川却

U
(士
)
・
訪
日
(
祝
)

午
前
山
川
か
ら
午
後
4
時

場
所

手
白
山
川
公
刷
多
目
的
広
場

A
司

D
O
D
O

ロ
年
位
の
に
恨
ん
川
f
に
よ
り
、

4

川
か
ら
次
の
一
以
一
峨
で
ド
ぷ
辺
が
仙
川

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

F
ぷ
辺
は
、
小
川
ル
ザ
.
的
な
中
川
出
境

の
向
ヒ
や
、
下
白
川

・
利
似
川
の
水

質
沖
化
の
た
め
に
幣
備
し
て
い
ま
す
。

区
域
内
に
お
住
ま
い
の
庁
は
、
い

め
に
接
続
に
予
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

処
理
開
始
に
な
る
区
域

(い
ず
れ
も

各
一
部
の
区
域
)

川悦

ρ字
耐
久
保
、
ム
日
山

4
J
H、

本
町
1
・
3
JH
、
政
孫
子
山
仁
川
似

L
ん
一
ゆ
〈

山城

・
ん
ど
駒
山

・
・
下
北
似
塚

・
下
州
以
・

.，
ろ
村

山
r
後
川

・
下
パ
ノ
ド
山
、
佐
木
5
・
6

九

en
-
-
A
3
3

・h
や

J
H、
川
貯
H
h
F前
市
・

ι十

!
μH
-

ー

!
l
'

l

J

'

i

j

下
山
口
問
ド
・
字
削
悩
根
・
中
山
川
い
ム
什

・

下
一
日
脇
・
字
本
郷
、
ぷ
ド
仁
ム
川
1
・
3

J
H、
柴
崎
山
f
m州
制
、
新
木
昨
i
・

〆F
z 
e、.町..6、.~fi'

ち
ん
hr
I
5

2
・
3
J
H、
布
佐川
LaaJ牛
肉

字
全
部
が
共
用
開
始
に
な
る
区
域

見、

Y
T
--リァ
T

M
A
配
f
iL子
W

均
年
度
に
工
事
を
予
定
し
て
い
る
区

域
(
い
ず
れ
も
各

一
部
の
区
域
)

の

ば

ね

ご
み

-

-

f
リ
，

pd.--
-l，

r
'J
.卜川
町
収
山
v

・
・rr'川
Fi
-

-ahド
附
よ
け
い
JVj

m
よ
H
H
V
r
J
b
m
U勾
叫

r

I

h

M

~仁
川

m
・
・がい何千
-
u
子
h
・、札
YM
か

m

F
E
l
L
q
a
p

F

ド
l
L
E

，
，
“
，，dZ
E-
-

J

h
り

ち

た

ヨ

町

生
~'r
川内
・也・

FLtMψ

・
九P
，
ゼ
敬
切
、

，4r
'
叶
E
E
ι
』

r
一、
l
U
3

，
B
1

・J
'

我
孫
子
午
後
山

・
字
天
子
山
、
リ
正
木

5
・

6
ru

。
下
水
道
接
続
工
事
に
無
利
子
の
貸

付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

貸
付
限
度
額
・
月
賦
償
還
期
間

。
し
以
浄
化
納

(
植
法
)
:・
却
が
川

以
内
・
川
刊
カ
バ
以
内

。
く
み
取
り
悦
所

(
-
州
)
・:川町
万

川
以
内
・
日
カ
川
以
内

※
中
山
必
法
な
ど
、
ぶ
し
く
は
ド
水

辺
品
作
則
係

・
内
線
5
3
5

4
い
ち
に
ち
動
物
村
は
お
日
午
前

打
時
か
ら
、
ポ
ニ
l
も
来
る
よ

烏の食卓
~メニユ固とテ'フルマナー~

予
定
作
業

日
針
山
新
出
の
約
1
0

0
o
dの
旧
ん
ぼ
の
問
植
え
、
聞
の

咋
取
り
、
稲
刈
り
な
ど
、
参
加
者
全

日H
で
川
ん
ぼ
を
共
附
行
型
し
ま
す

日
程

悶
植
え
・:
5
刀
6
円
(
日
)

※
北
印
刷
、
四
風
な
ど
強
風
の
場
合
は

延
則
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

回
の
平
取
り
・・・指
導
に
よ
り
適
宜

稲
刈
り
・・・
9
月
初
旬

対
象

市
内
在
住
の
家
族
な
ど
却
組

(
応
引
持
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
盟

l
組
4
0
0
0円

(
収
穫

し
た
お
米
間
同
の
持
ち
川
り
を
含
む
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ

ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
氾
訊
帯
サ
、
参
加
将
金
以
の
氏

名
、
年
齢
、
返
信
宛
名
を
明
記
し
、

4
月
刊
日
日
(
必
荊
)
ま
で
に
一T
2
7

o
l
-
-
9
2
(住
所
約
略
可
)
市

役
所
民
政
課

・
内
紘
5
1
1

凶

S
Z
S
Z
3
3
3
2
3
3
3
Z
3
2
3
2
3
3
3
Z
3
2
3
Z
S
Z
3
3
3
3
3
3
3
3凶

“

代
と
の
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
く
、
新

問

的“
・

し
い
仲
間
も
で
き
る
と
好
却
で
す
。叩

“
一

辺
世
間
体
「
N
P
O法
人
ふ
れ

的

向
一

凶
一

あ

い

地

あ

び

こ

」

(

叫

が
以
・
:
松

い

“
一

川
修
さ
ん
)
は
会

μ数
日
人
。
状

九

凶
一

“

一

係

，rに
凶
わ
り
の
あ
る
小
山
年
別

h

凶
一

性

が

多

く

、
過
去
3
年
利
、
定
問

，

N

一

的
に
勉
強
会
を
山
き
、
「
何
か
地

、

凶

-
“
一

域

に

口

献

す

る

こ

と

を

」

と

、
こ

向

凶

.

の

挫

を

社
州
し
ま
し
た
。
約
下
年

…

の
実
践
を
経
て
、
今
回
の
法
人
化

…

を
機
に
さ
ら
な
る
発
展
を
円
指
し

M

…↑

て
い
ま
す
o

仰刊

仙

4
凡
同
日
か
ら
、
喝
の
新
学
則

月

向

が
始
ま
り
ま
す
o
w川
崎
の
大
下
は
、

凶

随
時
参
加

・比
九
千
が
で
き
る
オ
1

・

プ
ン
川
崎
。

あ
な
た
も
「
ふ
れ
あ
い
峨
あ
び

こ
」
で
乍
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

松
川
宮
(お
)
2
4

7
1、
多
川
君
(位
)
5
2
3
4

第34回鳥の博物館企画展

ま
つ
り

手
賀
沼
公
園

(小
川

χ脳
)

*
両
日
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

。
花
の
無
料
配
布
・・・州
川
午
前
川
町

却
分
か
ら
(
先
治
2
0
0
0人
)

。
緑
の
ク
イ
ズ
大会・・・
羽
円
は
午
後

2
時
、
m
Hは
午
後
2
時
却
分
か
ら

@
園
芸
相
談
:
・
随
時、

一
人
約
山
分

。
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
写
真
展
示

。
緑
の
基
金
募
金
活
動

。
庭
木
・
草
花
・
肥
料
の
即
売
会

*
お
日
の
み
の
イ
ベ
ン
ト

。
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
・
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・:
午
前
同
時

。
園
芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ
・:
午
前
9
附

m分
受
け
付
け

(
.
人

.rで
、
先

ね
1
5
0人
ま
で
)
大
4
0
0川
・

小
2
0
0川
。
包
丁

・
鎌
は
不
吋

。
い
ち
に
ち
動
物
村
・
・
・
午
前
H
川
か

今
川
の
企
州
民
は
、

μの
「
食
」

を
テ
l
マ
に
開
悦
し
ま
す
。

山
地
の
郎
内
に
米
る
メ
ジ
ロ
、
公
同

の
芝
生
で
飢
を
さ
が
す
ム
ク
ド
リ、

水
中
の
飢
を
ね
ら
う
サ
ギ
、
ト
ホ
の
%

を
飲
み
込
む
ヒ
ヨ
ド
リ
・
:
。

私
た
ち
の
川
り
を
探
す
と
、
ぬ
の

食
ド
い
が
あ
ら
こ
ら
に
凡
っ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
少
し
制
察
す
る
と
、
ぬ
の

純
知
に
よ
っ
て
利
川
す
る
餌
や
食
べ

る
場
所
が
ち
が
う
こ
と
に
勾
づ
き
ま

す
。
ど
ん
な

μが
ど
ん
な
場
所
で
、

何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
の

か、

μの
食
恨
の
メ
ニ
ュ

ー
と
テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
制
介
し
ま
す
。

川
崎
ボ
で
は
、
下
幻
れ
川
山
一
の
地

形
ジ
オ
ラ
マ
、
心
の
剥
製
州
山
本
や

削
の
似
本
、
リ
ド
リ
パ
パ
ネ
ル
を
使
っ

て
、
ん
ね
の
允
引
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
ド
ラ
マ
を
再
現
し
ま
す
。

ん
ね
の
食
を
辿
じ
て
、
引
き
物
が

任
い
に
凶
わ
り
A
H
い
な
が
ら
持
ら

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
の

必
ら
し
も
例
外
で
は
な
い
-
」
と
に

気
づ
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
米
航
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

4
川
引
け
(
L
L
)
か
ら

9
川
2
U
(日
)
午
前
9
時
加
分
か

ら
午
後

4
W却
分

休
館
日

川
附
川
、
制
け
の
明
日

問
い
合
わ
せ

ね
の
附
物
館
宮

(財

)
2
2
i
2

ら
午
後
4
時
ま
で
(
途
巾
休
息
あ
り
、

刷
天
小
止
)

ウ
サ
ギ
や
ヤ
ギ
な
ど
お
純
知
1
5

0
加
の
動
物
が
集
合

(飢
…
判
)

ポ
ニ

l
来
同
:・
3
成
か
ら
8
収
ま

で
の
お
子
さ
ん
対
匁
。
時
川
に
よ
り

人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

(1
川
叩
川
)

@
ス
ー
パ
ー
ポ
l
ル
す
く
い
:
・
午
後

1
川
か
ら
、
-
刷
叩
円
で

一
人
2
川

ま
で

*小山
田
の
み
の
イ
ベ
ン
ト

。
金
魚
す
く
い
・:午
後
1
時
か
ら
、

1
凶
叩
刊
で

一
人
2
同
ま
で

。
チ
ビ
ッ
コ
も
ち
つ
き
大
会
:・
午
後

l
時
却
分
か
ら
(
伽
…
判
)

※叶机
ド山
r
助
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
市

で
の
米
場
は
ご
述
山
地
く
だ
さ
い

※巾
l
H
川
仰
のわ引い川…は
、
午
前
8
附

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
(お
)
5
0
0
0
に
Utu-州を

か
け
、

8
4
6を
押
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

公
州
総
地
謀
総
化
抗

進
係

・
内
線
5
4
5



(4) 

-園田・

G貧
弱
包〉
@ 
也
選:

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
斤
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・
:
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
宮
(
邸
)1
1
1
1

内

民
訴

・
抑
師
の
折
川
町
新
に
よ
る

自
の
ん
い
川
い
芸
を
披
践
し
ま
す
。

問

中
肝
宮
(部
)1
7
9
1

ゲ
ル
ト
ル
l
ト
・
シ
ル
デ

柴
田
民
子
デ
ュ
オ

・
リ
サ
イ
タ
ル

川
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ユ
オ

・

リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

日
・
所

5
H川
9
n
(水
)円
時
間
前
、

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

曲
目

ス
ト
ラ
ピ
ン
ス
キ
l
・:
イ
タ

リ
ア
組
曲、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・:
バ
イ

オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
第
5
番
「
蒋
」
、
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
:・
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア

ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
夕
、
サ
ン

・
サ
l

ン
ス
:
・ハ
パ
ネ
ラ
作
品
目

費

一
般
2
5
0
0円
、
学
生
2
0

0
0円

(
全
席
自
由
)

主
・
問

t
u
山
本
工
房
「
ア
l
・
ベ
l
・

ツェ

1
」
上
野
宮
(的
)
2
3
9
3

別
春
あ
び
こ
フ
?
ミ
リ
1
コ
ン
サ
ー
ト

「費
し
い
5
月
・
い
の
ち
輝
く
と
き
」

2001.4.16 

で
か
け

τ

み
ま
ぜ
ん
か

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

湖
北
台
春
ま
つ
り

~ -
日

・
所

4
H引
H
(土
)
、
包
日

(口
)
川
町
1
げ
時
、
湖
北
内
近
隣
セ

ン
タ
ー

芸
品
川
燃
料
)

内

民
示
、
出
梨
、
踊
り
、
ダ
ン
ス
、

茶
の
湯
な
ど

※
泣
同
時
時
か
ら
自
由
参
加
の
恕
親

会
あ
り
(
会
品目
1
0
0
0円
)

間

湖
北
ム門
地
似
ま
ち
づ
く
り
協
川崎

会
宮
(幻
)1
1
2
2

ti' 

布
佐
新
緑
ま
つ
り

事

日
・
所

4
川
知
円
(祝
)問
時
1
同

時
、
布
佐
駅
点
川
駅
前
通
り
(
雨
天

の
助
合
は
河
川
に
順
延
)

内

庁
小んじ
い山
、
市
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト、

太
子
会
に
よ
る
伽
…
料
包

r仰
ぎ
(
光

石
3
G
OT
-
ハ
サ
ミ
は
不
可
)
、

ミ
ニ

S
L
・
豚
汁
(
打
料
)

間

以
芥
川
宮
(的
)l
7
1
5

科
学
技
術
週
間
記
念
事
業

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一
般
公
開

日
・
所

4
川
凶
什
(
月
)
か
ら
引
け

(七
)
叩
時
1
同
時
、
点
葛
テ
ク
ノ
フ

ラ
ザ
(柏
市
柏
の
民
5
の
4
の
6
)

内

地
投
案
内

賢

官
い
判

申

山
接
会
助
へ

(川
体
の
場
A
N
は

沼
稲
で
申
し
込
み
を
)
川
プ
ラ
ザ
下

業
推
進
課
宮
(竹刀
)
0
1
3
9

第1043号

民
謡
・
舞
踊
鑑
賞
会

日
・
所

4
川
却
日
(
悦
)
叩
時
均
分

間
前
、
市
民
会
館

(
入
地
無
料
)

間質 コ合うピ 1主主内 問 日
I 111'1たアい了 前

iill 1 )レ --ノ央'令 、所
宮 0 ・ ア 杵t_夫竹.市
84 Qてン品川cb氏 の民 5
γ O がサ純j.)iの作プ )J
2円 )ン J午英作 曲 ラ 3
~ ~ プづ夫 川 家ザ 円

ル illiム 、ほ
2蒋 ・7fト.刊、ピ 起

白 フ長 ‘t? ア 13 
I tl ロ ) 223 ニ 1I~'f
) 1 1 ス 30

ラ↓ ト 分

親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
・
所

5
川
5
H
(祝
)①
9
時
却

分
②
日
時
、
有
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修

セ
ン
タ
ー

(雨
天
実
施
)

対

テ
ニ
ス
を
し
た
こ
と
の
な
い

4

歳
か
ら
は
歳
の
お
子
さ
ん
と
似
躍
将

定

午
前

・
午
後
符
先
税
制
別
総

賀

1
組
5
0
0円

(お
子
さ
ん
2

人
目
か
ら
1
人
2
0
0
円
)

申

屯
請
で
(財
)士
川川
記
念
テ
ニ
ス

研
修
セ
ン
タ
ー
宮
(MM)3
0
3
0

股
立
叩
周
年
コ
ン
サ

ー
ト

童
謡
の
つ
ど
い

日
・
所

4
月
引
日
(土
)日
時
却
分

間
前
、
市
民
プ
ラ
ザ

(入
場
無
料
)

内

午
後
の
ひ
と
と
き
、
お
茶
や
コ

ー
ヒ
ー
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
、
懐
か

し
い
主
訴
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

主

我
孫
子
「
主
誌
を
撃
つ
会」

間

前
原
告
(UM)
6
3
6
1

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

消

費

生

活

講

座

乾
物
類
を
も
っ
と
食
卓
に

日
・
所

4
月
お
日
(
月
)
同
時
1
日

時
却
分
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

位
物
知
を
も
っ
と
食
点
に
1
他

府
に
良
い
新
し
い
使
い
方
I
お
話
し

と
試
食
、
展
示
(
参
加
無
料
)

講
師

三
ツ
木
忠
子
さ
ん
(
川
上
料

理
ス
タ
ジ
オ
講
師
)

定

先
府
知
人

主

我
孫マ
仁
山
川
資
材
の
会

申

草

川
で
間
工
側
一兆
説
的
立

川部

係

・
内
総
3
2
9

第
包
囲
憲
法
を
考
え
る
市
民
の
集
い

何
年
5
川
3
H
(似
)
に
行
っ
て
い

る
怨
法
を
考
え
る
市
民
の
集
い
。
怒

法
記
念
円
に
「
く
ら
し
に
生
か
そ
う

平
和
憲
法
」
を
テ
l
マ
と
し
た
行
下

は
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
い
た
だ

き
ん
信
州
し
て
い
ま
す
。

今
川
は
、
例
日
新
聞
政
治
面
「
ポ

リ
テ
ィ
カ
に
っ
ぽ
ん
」
な
ど
を
相
吋

し
て
い
る
平
野
透
さ
ん
を
お
M
引
き
し
、

今
の
政
治
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

U
本

の
あ
り
方
を
調
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
・
所

5
川
3
H
(悦
)
日
時
却
分
、

市
民
会
館

(参
加
附
料
)

講
演

「時
代
を
活
る

ジ
ャ
i
ナ

リ
ス
ト
の
み
る
日
本」

鵠
師

以
肝
述
さ
ん

(例
日
新
川
取

点
本
社
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)

主

辺
法
を
彩
、え
る
市
川氏
の
集
い
尖

「
む
姿
只
会

・
浜
旧
宮
(幻
)
2
7
8
9

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
・
所

4
月
お
円
、
5
月
7
日
・

同
日
・
引
口
い
ず
れ
も
川
附
日
同
時

ー
は
時
、
身
体
附
3
4引制
祉
セ
ン
タ

ー

(雨
天
中
止
)

内

タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ
l
ド
ゴ
ル
フ

対

市
内
在
住
の
身
体
間
中
古
者
手
艇

を
お
持
ち
の
方
、
先
お
初
人

控

M
…料

申

、乱
訓
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
4
月

初
日
ま
で
に
身
体
附
持
者
招
祉
セ
ン

タ
ー
宮
(部
)
0
1
4
1
回
(
路

)0
2

4 
2 

※
湖
北
駅
北
U
か
ら
活
迎
パ
ス
祈
り

高
齢
者
の
た
め
の
生
き
生
き
講
座

。
男
の
料
理
教
室

(保
川
知
1
・
3

木
附
日
同
時
加
分
3
日
時
)

費

パ

郁
2
0
0
0
円

。
楽
し
い
大
正
琴

(毎
月
第
2
・
4

バ
附

u日
時
1
日
時
)

賀

川
制
2
5
0
0
川

。
キ
ー
ボ
ー
ド
入
門
教
室

(戸時
川
知

1
・
3
水
陥
日
同
一時
4
3

日一
時
却
分
)

費

バ
額
3
0
0
0
川

。
押
し
花
開
座

(何
月
第
1
木
山明
日

3
5
0・
r
i
5
b寸
J

l
H
3
ノノ

l
H
、

賀

川
知
1
0
0
0円

。
粘
土
工
芸

(似
川
郡
2
・
4
火
附

日
日
時
却
分
I
日
時
)

費

月

額
3
0
0
0
円

(材
料
世
別

途
)

所

い
ず
れ
も
日
必
ピ
ル

2
附

(J

R
北
柏
駅
ド
市
徒
渉
約
3
分
)

※
山
・し
込
み
い
刀
法
な
ど
、
詳
し
く
は

向
齢
者
協
同
組
合
点
必
北
地
区
宮

(
訂

)
5
3
9
3

第

ω
回
我
孫
子
市
オ
ー
プ
ン

チ
ー
ム
カ
ッ
プ
卓
球
大
会

5
川
初
日
(け
)
9時
受
付
、

自
・

所

市
民
体
寸
飢

程

2
W
3
S
に
よ
る
川
休
戦
、
引

火
別
名
l
m
-
2
m
(枚
以
は
4
人

か
ら
7
人
ま
で
)

費

1
チ
l
ム
4
0
0
0
門

※川
叩
剛
ポ
l
ル
使
用
、

参
加
チ
l
ム

多
数
の
場
合
は
先
治
則

申

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
l
ム
名
、

ラ
ン
ク
、代いい
代
将
の
似
所

・
氏
名

・

屯
間
帯

uv、
参
加
者
全

μの
氏
名
を

明
甲山し、

5
川
4
臼

(
必
治
)
ま
で

に
並
木
9
の
3
の
2
駒
田
由
美
子
宮

(制

)3
6
8
5
へ

さ
わ
や
か
ち

ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日

5
月
初
日
(
土
)叩
時
州
場
、
山

寺
O司

、

J
1
2
b寸

H
H
qd
，3

2
E
H
"
 

所

き
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

内

口
本
陀
上
競
技
で
初
の
女
子
金

メ
ダ
リ
ス
ト
を
打
て
た
小
山
北
雄
批

将
と
山
析
中
川
f
選
手
を
迎
え
て
「
人

を
生
か
す
、
人
を
行
て
る
」
を
泊
る

定

4
7
3
人

(応
必
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費

無
料

申

往
彼
ハ
ガ
キ
に
郵
似
砕
けゲ、

住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
氾
げ印刷砕け
V
を
明

記
し
、
5
刀
4
川

(必
お
)
ま
で
に

干

2
7
7
1
0
8
8
2柏
市
柏
の
柴

4
の
3
の
1
き
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ

ラ
ザ
研
修
課

「オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

人
を
生
か
す
」
係
官
(刊
)8
6
1
6

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

参
加
型
ま
ち
“つ
く
り
研
究

5
プ
ラ
ン
の
実
施
・

事
後
評
価
へ
の

市
民
参
加
5

日

4
バ
M
m

円
t
ア
バ
山
川一
時
迎
火

山引
け
は
時
却
分
1
却
時

(A
K
は
川
)

所

ぃ
氷
点
…
内
科
大
学
肝
川
校
介

(ぃ以

武
町
問
綿
辺
川
駅
ド
巾
従
広
5
分
)

質

2
万
円

(別
途
テ
キ
ス
ト
代
2

0
0
0川
)

定

先
ポ
刊
人

※
山
中
し
込
み
・万
法
な
ど
、
詳
し
く
は

ネ
.以地
科
大
学
小
説
教
行
セ
ン
タ
ー

E
0
3
(3
2
6
7
)
9
4
6
2
 

岡 国 岡

-が発生していますl
ト
以
必
飾
地
区
を
小
心
に
、
州
似
性

大
腸
凶
0
1
5
7
の
感
染
忠
者
が
山

て
い
ま
す
。

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に

注
な
し
て
く
だ
さ
い
。

O
食
品

(肉
、
野
菜
)
は
十
分
に
火

を
と
お
す

が O を O
あ下守的
る jやl る~~
と Aや WJ
き発 1lJ..t 
は ~九 の
早を あ
め伴る
Lこう I~~J 
|矢 よ な
~J，t うど
機なは
IYJ ~Íll JUJ 
で ~)è 1lJ<! 

受
診
を

O
こ
の
よ
う
な
痕
状
が
あ
る
と
き
は

訓
剛山、
配
腕
は
で
き
る
だ
け
し
な
い

O
お
胤
品
か
ら
感
染
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
版
状
が
あ
る

と
き
は
、
人
併
時
に
は
虻
川
川
聞
を

よ
く
洗
う
と
と
も
に
、
入
浴
順
一
川
も

い胤後
の
方
に
し
た
り
、
シ
ャ
ワ
ー
を

利
川
す
る

O
手
は
い

つ
も
的
淑
に
す
る
よ
う
手

洗
い
に
努
め
る
。

※
似
他
セ
ン
タ
ー
で
は
4
川
初
日

(
金
)
ま
で
、
知
料
検
使
を
行
っ
て
い

ま
す
。

間

柏
保
他
所
宮
(間
山)1
2
5
5

予
約
申
し
込
み

団
休
利
川
に
限

り
必
要
。
使
用
口
の

1
カ
月
前
か

ら
体
行
訓
で
受
け
付
け

問

教
育
愛

μ会
体
行
訓

(山
民

体
行
飢
内
)
宮
(幻
)
7
5
5
5

ーIW

J!IIIIL ‘可.

一ー
ー…ー…-

_D 

- ~ 

一ー
邑....~~

一ー一ー
…園

田『‘ ~-

市
で
は
、
(仮
称
)
五
本
松
述

助
広
場
を
、
5
川
1
日
(
火
)か
ら

判
定
的
に
い
附
…
料
で
開
放
し
ま
す
。

正
式
な
利
川
形
態
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
A
し
ま
す
。

母の日に
お花をいけよう

日
・
:
日
時
、
所
・:
場
所
、
内
:
・
内
容
、
種
:
・
種
目
、
出
:
・
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
・
:
対
象
・
定
員
、
持
:
・
持
参
、
費
用
:
・
費
、
申
・
:
申
し
込
み
、
間
:
・
問
い
合
わ
せ
、
主
・
:
主
催
・
共
催

学校週5日制関連行事

施
設
内
容

ス
ポ
ー
ツ
広
場

(現
サ

ッ
カ

ー
場
)
、
み
ど
り
の
広
場

(制
限
ヒ
ト
ラ
ッ
ク
)
、
仰
向
分
の

十

E
・'
・
仁川リ

昨川
町け
斗
川
崎

貸
し
出
し
対
象

表
参
照

スポーツ広iflみどりの広場

土・日・祝日、
小必団学体要生)( 以下の学校の春 ・ 申請が 一般開放

夏・冬休み

上記以外
一般開放

(団体は申請が必要)

v貸し出し対象

5
H月は
H
(上
)問
時
:
正
午

所
・

諦
師
・

連
絡
先
(
表
参
照
)

対

小
学
校
4
年
生
以
上
大
人
ま
で

(別
交
を
問
わ
ず
)
、
科
会
場
白
人

(応
必
者
多
数
の
助
A
H
は
抽
選
)

費

8
0
0門

(花
材
質
を
含
む
)

持

ハ
サ
ミ

(工
作
パ
サ
ミ
可
)、

新
聞
紙
、
ぞ
う
き
ん

申

逗
訴
ま
た
は
ハ
ガ
キ

(開
講
場

所
、
住
所
、
氏
名
、
屯
活
砕
け
を
明

記
)
で
、
5
川
9
円

(必
消
)
ま
で

に
作
曲州師
へ

日

※団体・・・10人以上の場合申鯖が必要です。

国

国道356号 布佐→

廼酔堕色極
四季の道

『

d 

五本松運動広場

手首沼ふれあL- • 
い ずシ・五本松公園

手賀沼

v場所 ・講師 ・連絡先

開講場所 講師 (流派) 連絡先

栂p近タ隣
井上景風(龍生派)つく(8し3野)4184213・3セン ー

近天信王セ台ン北1- ゆり 桔え 東我但孫4子)31348926・C下村百合 (池坊)

湖セ北ン台タ近ー隣
すいどう

青山(8台3)40・81803・13上原翠道(池坊)

新木近タ隣 中田豊知(小笠原)新木加野助40・23918・25
センー



お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

経
過
新
附
E
し
て
、
確
認
を
受
け

た
土
地
は
、
自
己
の
川
住
や
柴
務
用

の
辿
築
物
を
、
法
作
の
施
行
日
か
ら

5
年
以
内
に
辿
築
雌
認
を
受
け
て
よ

引
に
予
告
γす
れ
ば
辿
築
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
非
内
己
川
の
口
貸
住
宅

-

V
務
所
得
は
、
法
作
の
施
行
U
の
前

日
ま
で
に
処
築
行
為
に
凶
す
る
よ
平

に
や
別
手
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
不
明
な
点
は
、
宅
地
税

・
内
総

5
4
2
へ
お
山
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
柴制lポ 3J1小マ刈l
111 ~'~I 1 卜rJm'i学ツ ヰ
乞~ 卜1 )レ、 2 ~E トf=J
5に、伴 o j3!西
)会制 11.川 0 励小
~ j必跳~1-。 、学
Aでひど 5 PJ 跳校
u ，手、 o~ び 体
6 i守口6入才Ii育

付Ji}liil'j会ほ fjロ
けさ )金 か

3 

資対程所

第1043号

英
文
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

千
葉
県
警
察
官

"喝
し
ゅ
・
ワ

国民年金保険料の納付は

安心でお得な前納で
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
に
は
、

一
定
期
間
の
保
険
料
を
前
も
っ
て

一

度
に
納
め
る
、
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。
前
納
し
ま
す
と
、
納
め
忘
れ
の

心
配
も
な
く
、
安
心
で
す
。

ま
た
、
定
制
保
険
料
の
助
合
、
-

年
分
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
保
険

料
が

2
8
3
0
円
訓
り
引
き
さ
れ
、

大
変
お
仰
で
す
(
下
表
参
照
)。
6

カ
月
前
納

(6
5
0
円
川
り
引
き
)

も
あ
り
ま
す
。

※
平
成
日
年
度
の
前
納
払
い
の
納
別

限
は
、
4
月
幻
自
(
金
)
で
す
。

問

問
保
交
忠
誠

・
内
線
3
2
6

保険料
年(各間月保払険い料) 

1年分前納
割引額月額 した場合

定額
13，300円 159，600円 156，770円 2，830円保険料

付加込み
13，700円 164，400円 161，480円 2，920円l

保険料

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
体
「
ポ
プ
ラ
の

会
」
が
、
市
内
の
名
所
旧
跡
を
利
介

し
た

「英
文
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
(
和

文
付
き
)
佑
二
刊
を
先
行
し
ま
し
た
。

頒
布
価
格

1
m3
0
0内

頒
布
場
所
・
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
宮
(お
)
5
2
3
3

専
門
調
理
師

・
調
理
技
能
士

国
家
試
験

受
付
期
間

4
月
幻
口
(金
)
ま
で

第
1
次
試
験
日

5
月
円
円
(
土
)

受
験
資
格
男
性
警
察
官
A
・:平
成

同
年
3
刀
末
ま
で
に
大
学
(
知
大
を

除
く
)
卒
業
日比
込
み
の
万
で
、
附
和

以叩年
4
け川
2
H以
降
生
ま
れ
の
山
性

女
性
警
察
官
A
:
・大
学
(
短
大
を
除

く
)
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成

同
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
比
込
み
の

方
で
、
昭
和
伺
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
女
性

申

一
行
察
折
、
交
帯
、
抗
在
所
に
受

験
巾
込
山
叶
と
受
験
集
内
引
を
川
立
し
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

間

抜
孫
子
一
町
村山京
消
件
務
訓
告
(
位
)

V前納した場合の保険料の金額 (13年度)

我
孫
子
朗
読
の
会

新
人
養
成
講
座
生

制
党
附
引
を
持
つ
方
へ
の
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

6
川
I
H
年
3
Mの
的
2
・

4
水
附
何
日
時
1
日
時

所

が
市
民
セ
ン
タ
ー

定

お

人
程
度

賀

川燃料

※
説
明
会
と
而
接
を
5
月
お
日
(
水
)

旧
時
か
ら
が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
希
出
者
は
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申

泣
訴
で
5
川
山
円
(
木
)
ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
(
お
)5

間申持
我
孫
子
山
の
会
会
員

例
会

5
月
円

H
(土
)
は
時
泊
分
1

却
時
加
分
、

市
民
プ
ラ
ザ

対

市
内
夜
住

・
在
勤
の
知
成
く
ら

い
ま
で
の
方
、
結
干
名

世

年
会
資
6
0
0
0円

(山
岳
保

険
料
別
途
)

申

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
氾
訓
帯
ひ
を
別

芯
し
、

5
川
同
日

(必
前
)
ま
で
に

政
孫
子
1
の
刊
の

1
3
3
0似
問
主

利
子
宮
(
ω
)
6
6
6
9
困
(
日

)
7
0

試
験
区
分

す
し
料
理
、
中
国
料
理
、

給
食
用
特
殊
料
理

試
験
日
学
科
・
:
7
月
幻
日
(
金
)

実
技・・・
7
刀
お
日
1
8月
刊
日
日

受
付
期
限

5
川
口
H
(金
)

間

(
社
)
訓
刊
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

宮

0
3
(3
5
8
4
)
1
9
3
1

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

「
痴
ほ
う
出
状
が
あ
る
が
ど
こ
に

受
診
す
れ
ば
よ
い
か
」
「
此
近
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
が
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
、
洲
ほ
う
の
万

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
疑
川
に
、

専
川
の
院
仰
が
お
符
え
し
ま
す
。

日
・
所

4
刀
お
円
(
木
)
日
時
珂
分

t
日
時
却
分
、
布
宅
介
波
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
(
市
役
所
西
別
館
3
附
)

ιし
つ
め

担
当

相
爪
敏
彦
医
師
(
型
以
慈
悲

会
医
科
大
学
付
M
柏
病
院
併
設
老
人

-mソほ
う

性
痴
呆
疾
忠
セ
ン
タ
ー
)

賀

川県料

申

川
弘
前
で
介
護
支
援
訓
介
必
サ
ー

ビ
ス
係
官
(邸
)
1
4
1
i

「か
が
や
く
」
を
創
刊

男
女
共
同
参
画
の
情
報
紙

0
1
1
0
 

っL
q
d
q
d

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

お
し
ら
ぜ

若
竹
剣
友
会
会
員

し
て
い
ま
す
。

創
刊
け
は
、
各
支
所
、
行
政
述
絡

所
、
凶
作
館
、
公
民
館
、
近
隣
セ
ン

タ
ー、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ

ザ
に
泣
い
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。
持
さ
ん
の
ご
悲
比

・
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

閉

山
火
化
ハ
川
参
州
制
一ψl
・
内
線
2

市
で
は
、
児
'K共
川
参
阿
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

情
報
紙

「か
が
や
く
」
を
創
刊
し
ま

し
た
。「男

女
共
同
参
凶
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
?
」

「小
・
中
学
校
の
卒
柴
式

や
入
学
式
は
山
女
が
ま
じ
っ
て
入
場

し
た
け
ど
な
ぜ
?
」
と
い

っ
た
肱
川

に
梓
え
、
市
の
施
策
に
つ
い
て
制
介

日
・
所

4
川
認
円
(
土
)
日
時
1
凶

時
、
千
史
小
火
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

(百
川
無
料
)

回
答
者

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
l
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
ー
ほ
か

※
予
約
不
要
、
当
日
受
け
付
け

間

千
山
山
中
央
法
作
事
務
所
宮
0
4

3

(2
2
5
)
4
5
6
7
 

--
練
習
日

毎
迎
H
mm
日
9
川
知
分
h

H
時
却
分

所

湖
北
台
西
小
学
校
体
育
館

対

主
に
小
学
校
1
年
生
1
6年
生

費

月

制
5
0
0円
(
入
会
金
3
0

0
0円
)

緋
刊
日
に
会
場
で
受
け
付
け

秋
柴
宮
(部
)
8
4
7
0

1 
4 

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
廃
止

tit 

国
税
専
門
官

こ
れ
ま
で
市
街
化
調
税
区
域
で
は
、

昭
和
何
年
7
月
引
日
以
前
か
ら
宅
地

で
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
既
存
宅
地
の

磁
認
を
受
け
れ
ば
家
出
等
の
辿
築
が

で
き
ま
し
た
が
、
地
作
-宅
地
確
認
制

度
の
雌
止
に
作
い
辿
築
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

既
存
宅
地
の
舵
認
を
受
け
よ
う
と

す
る
点
は
、
「
都
山
叫
川
両
法
及
び
辿

築
法
相
法
の

一
却
を
改
正
す
る
法
作
」

の
施
行
口

(千
成
日
午
5
月
ほ
日
)

の
前
日
ま
で
に
中
前
し
て
く
だ
さ
い
。

中
前
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、

。

れ
い

忘
さ

め
だ

納
く

、
用

と

利
る
ご

す
ひ

に
ぜ

替振
す

座
で

口
利

を
便

付
く

納
な

※
も

怠

受
験
資
格

①
昭
和
的
年
4
月
2
日

か
ら
百
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
カ

②
昭
和
百
年
4
川

2
n以
降
生
ま
れ

の
ぶ
で
大
学
を
年
来

(米
包
・3
川
ま

で
に
学
来
日
ん
込
み
)
の
・
万

出
願
期
限

5
川
山
口
(
本
)

※
山
願
万
法
等
、
詳
し
く
は
納
税
務

将
総
務
訓
告
(柑
)
2
3
2
1

間申

9 
3 

野
村
生
涯
教
育
講
座
・
教
育
相
鮫

湖
北
台
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

東
葛
飾
支
庁
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平成13年度春募集説明会

時
代
U

分

1
m時
却
分
②
5
川
同
日

(
火
)
は
時
加
分
1
初
一
時
苅
分
③
4

バ
初
日
(
木
)
同
時
1
却
時

所

①
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
、

⑦
⑦
千
捺

市
民
会
館
(千
葉
ぃ
巾
巾
央
区
要
町
)

内

現
地
で
の
体
験
報
告
、
応
募

要
領
の
説
明
、
紹
介
映
画
上
映
等

資
格

の
②
初
歳
以
じ
四
歳
③

ω

歳
以
上

ω成
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日

本
川
絡
を
持
つ
他
山
な
m
N
K

聞

の
川
小
庁
一
県
民
生
活
A
J少
年

他
令
打
成
腕
宮
0
4
3
(2
2
3)

2
3
3
0②
O
J同
際
協

-MV業
問

4
u小一同
際
研
修
セ
ン
タ
ー

E
0
3

(3
4
8
5)
7
0
5
1
 

①
青
年
海
外
協
力
隊

派
遣
先

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
小

近
点
、
中
市
米
ほ
か

募
集
規
模

1
4
0職
純
8
0
0人

②
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
先
中
南
米

募
集
規
模
教
育
文
化
、
民
林
水
産
、

工
業
技
術
、
医
療
福
祉
等
の
分
肝
で

約
叩
人

③
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
先
開
発
途
ヒ
附

募
集
規
模
文
化
、
脱
林
水
所
、
地

位
上
水
、
保
健
・
医
療
等
の
分
野
で

約
4
0
0人

説
明
会
日
時

。
鵠
座

日
・
所

4
川
お
日
(川
)旧
時
4
3

日

時
、
船
怖
い
巾
中
央
公
民
航

内

m
lおけ
い
ル
」
減
数
汗
へ
の
迫
れ

「
世
界
的
人
間
性
質
失
の
現
代
社
会
」

貨

年
額
8
0
0
0円

(全
8
回
)

※
界
一
食
を
持
参
。
託
児
あ
り
(
お
や

つ
代
1
0
0円
)
'

。
教
育
相
談

日
・
所

4
H川
幻
日
(
令
)
旧
時
1
日

時
、
市
民
会
館

(参
加
川
燃
料
)

問

(
財
)
腎
村
中
説
教
官
セ
ン
タ
ー

宮

0
3
(3
3
2
0
)
1
8
6
1

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
a

海外ボランティア

ト

U
辺
火
附
け
げ
時
1
ゆ
時

練
習
日

下
荒
川
町
山
胤
必
飾
文
げ
で
は
、
山
政

へ
の
型
肝
と
認
識
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。

東
葛
飾
支
斤
ア
ド
レ
ス

Z
壱
一
と
宅
老
芝
・
自】『白『
-n

一=E
・」芝日〕
『。
N
o
r
E

P
1明。=ヨミ凹
E
n
y
oF「
O
M--コ己
m
u
H
・2
2
コ一

間

以
必
飾
克
庁
総
務
課
庶
務
係
官

0
4
7
(3
6
1
)
2
1
1
1
 

. 

中3
村5

青
山
J_，、
ロ

1 哲f

守F
1λ 

1頁 目 納期限(口座踏日)1

固定資産税第1期分 4/27(金) I 

国民年金(払込期限) 4/27(金)

水道料金 4/25(水)

忘れずに納めましょう

2001.4.16 

(
湖
北
台
・

1
歳
2
カ
月
)

JIIg 
俣E

き

な
希
菜
ち
ゃ
ん

①
5
月
8
n
(火
)
凶

(5) 



(6) 

成田線(我孫子~成田問)の愛称

f水窪ライン戚回線jに

2001.4，16 ... -
成
川
総
(
我
孫
子
1
成
川
川
)
組

制
化
促
進
則
成
会
で
は
、
成
川
線
全

線
開
通

l
o
o
m年
を
記
念
し
て
、

成
山
総
の
愛
称
を
必
集
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
8
6
3通
の
応
拡
が
あ

り
、
選
々
の
結
果
、
我
孫
チ
市
在
住

の
村
間
半
犬
さ
ん
が
応
募
さ
れ
た

「
ふ
告
フ
イ
ン
成
一
同
級
」
が
選
ば
れ

" " 湖
北
駅
南
口
に

成
川
線
湖
北
町
机
の
市
U
で
行
っ
て

い
た
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
投
同
工
怖
が
終

f
し、

4
川

i
Hか
ら
利
川
が
始
ま
り
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
巾
イ
ス
対
山

則
一の
け
人
来
り
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

は
、
有
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
仕
開
設
削
減

の
た
め
、
人
が
近
づ
く
と
動
き
出
す
、

園田園田園-"~一一

第1043号

ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
愛
称
を
活
用
し
、

成
問
料
と
沿
線
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
来
客
数
附
加
を
図
り
、
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

。
愛
称
選
考
理
由

成
山
総
の
治
総
地
域
は
、
利
似
川

や
手
口
沼
、
印
加
沼
な
ど
、
首
都
圏

に
お
け
る
世
主
な
水
辺
空
川
に
忠
ま

れ
、
ま
た
、
日
本
の
空
の
玄
問
、
成

田
空
港
も
あ
り
ま
す
。

成
田
線
は
、
こ
の
世
重
な
水
辺
空

間
と
、
位
即
什
の
空
へ
と
続
く
成
田
空

港
を
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
愛
称
は
、
川
川
や
湖
沼
か
ら

ぬ
が

一
気
に
去
に
飛
び
立
つ
峨
と
、

我
孫
子
か
ら
成
川
宅
地
へ
、
そ
し
て

肘
料
へ
と
成
び
立
っ
て
ゆ
く
イ
メ
ー

ジ
を
、
よ
く
返
し
て
い
る
と
評
側
さ

れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

成
川
組
組
線
化
推
進

室

・
内
線
2
1
1

成
田
線
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

秋
と
冬
の
部
門
入
選
作
品
決
ま
る

成
川
線
組
似
化
促
進
川
成
会
の
主

催
に
よ
る
、
「成
削
綿
の
あ
る
風
対
」

写
只
コ
ン
テ
ス
ト
の
秋
の
部
門
と
冬

の
部
門
の
税
抗
会
が
、
3
刀
旧
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の
部
門
で
は
見
点
の
応
弘
作
品

エ
レ
ベ
B
a
，B

エ
ス
カ
レ
E
勿
B

セ
ン
サ
ー
付
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
悦
党
附
山
九
日
を
持
つ
万
な
ど

が
交
A
h
に
似
を
利
川
で
き
る
よ
う
、

点
下
誘
時
ブ
ロ
ッ
ク
、

t
u戸
誠
一
掛
川
北

川
れ
を
附
設
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ホ
l
ム
へ
の
糾
降
装
世

の
設
位
に
つ
い
て
、

J
R東
日
本
に

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

が
完
成

な
お
、
北
U
に
つ
い
て
は
、
駅
前

広
場
等
の
幣
仙
川
州
を
策
定
中
の
た

め
、
u汁
降
設
備
は
こ
れ
ら
の
計
川
に

あ
わ
せ
て
鴨
伽
し
て
い
き
ま
す
。

。
仮
設
駐
輪
場
は
閉
鎖
に

仮
設
駐
愉
場
は
、
4
川
却
円
(金
)

で
閉
鎖
し
ま
す
。
附
段
下
と
附
段
入

口
市
の
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

交
通
整
備
諜

・
内
線

q
a
q
d
ハU

v自転車駐輪場

成回線

園 ・・・閉鎖する仮設駐輪場

…利用できる自転車駐輪場

の
小
か
ら
、
冬
の
部
門
は
日
山
…
の
中

か
ら
、
次
の
と
お
り
人
選
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。
(敬
称
附
)

*
秋
の
部
門

最
優
秀
口
:・
林
北
孝
(
成
山
市
)

優
秀
世
・
:安
藤
昭
二

(
栄
町
)

企秋の部門最優秀・林さんの作品「秋一色J

hv冬
の
部
門
最
優
秀

・
長
岡
さ
ん

の
作
品
「
雪
原
を
行
く
」

あ

び

""? 

ιー

「
地
域
を
つ
な
ぐ
成
凹
線
ふ
れ
あ

い
フ
エ
ス
タ
」
が
、
4
M
8
H
に
小

林
駅
刷
辺
で
行
わ
れ
、
初
夏
を
思
わ

せ
る
け
必
し
の
小、

家
族
連
れ
な
ど

約
1
万
5
0
0
0人
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
J
R成
川
純

片
川
川
山
主
，

r
(成
川
市
)

入
口
・:
坂
合
倣
(
千
…
主
巾
)

川
野
古
久

(茨
城
山川
北
寸
谷
町
)

笈
川
市
(
抜
孫
y

土
巾
)

*
冬
の
部
門

最
優
秀
世
:・
民
間
弘
(
成
田
市
)

4

優
秀
白
:
・根
本
忠

(我
孫
子

一
市
)

一
会
議
事
)

一
入
賞:・
鶴
田
君
子
(
我
孫
子

一
市
)

一
河
肝
寸
久

(守
谷
町
)

一
行
立
佐
久

(栄
町
)

一
入
巡
作
品
の
版
示
会
を
行

一
う
チ
定
で
す
が
、
口
れ
に
つ

一
い
て
は
、
後
日
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
成
削
線
複
線

化
推
進
三

内

線

2
1
1

あ

れ

れ

""? 

ζー'

(技
孫
子

・
成
田
問
)
の
開
通
1
0

0
周
年
を
記
念
し
て
、
沿
線
日
市
町

村
で
構
成
す
る
成
問
線
複
線
化
促
進

川
成
会

(会
民

・
制
的
技
孫
子
山
口
民
)

が
山
縦
し
た
も
の
。

「成
川
線
の
あ
る
胤
川
以
」
写
点
コ

ン
テ
ス
ト
の
い
い
氏
彰
式
や
成
山
総
の
愛

称
発
丘
の
あ
と
、
参
加
将
は
郷
七
物

階
展
、
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
郷
上

主
能
、
ミ
ニ

S
L
来
卓
会
、
鉄
道
模

型
運
転
会
、
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
で
楽
し
い
1
口
を
過
ご
し
ま
し
た
。

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
府
し
た

市
内
の
次
性
グ
ル
ー
プ
は
、

「
初
め

て
で
し
た
が
、
7
訓
も
先
れ
ま
し
た
。

お
梓
さ
ん
と
の
会
河
川
が
楽
し
い
」
と

笑
航
で
泊
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
つ
な
ぐ
成
回
線
ふ
れ
あ
い
フ
エ
ス
タ

沿
線
か
ら
約
1
万
5
0
0
0人
が
来
場

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日(必着)。 ハガキで1人1作に限ります。
応募先 干270・1192我孫子1858市役所広報室
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カ

占
牡
蝋
鍋
に
ひ
と
り
ワ
イ
ン
を
重
ね
ゐ
し

も
う

つ
じ

毛
越
寺
の
従
石
を
慌
で
て
ん
#
め
き
し

九

円

、

ぃ

'
n
u

党
め
ぬ
ま
ま
ゆ
き
た
る
妹
や
雛
納
め

風
光
る
辻
に
双
体
辺
机
紳

け
い
ち
つ

尚
昆
や

「民
生
き
し
て
ね
」
と
幼
文
字

大
柿
の
協
を
湖
而
に
水
川
む

助
六
の
む
ら
さ
き
匂
ふ
#
の
行

戸
を
く
れ
ば
ま
ぶ
し
ゃ
出
の
勺
対
色

短書提

嘩量 竹 内

情11-dMiZ13
ま陥岩友准 明 白
さ子夫 了-也 子栴栴

の
ど
・
叫
，
る
は

と

い

Lip-た

倣
歩
す
る
愛
犬
が
喉
を
刊
し
ぬ
倒
よ
り
柿
る
船
戸
の
初

き
水

小
林
光
江

川山が
二
羽
そ
れ
ぞ
れ
つ
く
る
水
の
輸
の
交
は
る
と
こ
ろ

入

り

日

の

射

せ

り

新

藤

道

チ

じ
ん
ら

a
・7
げ

か

は

ろ

じ

ふ
た
と
こ
ろ
沈
丁
花
持
る
路
地
を
ゆ
く
ペ
ダ
ル
断
む
足

ふ

と

ゆ

る

め

つ

つ

鈴

木

藤

枝

か
F
だ

ιrfは
こ

市
り
余
る
体
h
M
必
後
の
貯
へ
と
飢
は
ス
ー
パ
ー
に
働
き

に

山

る

新

明

学
火

老
雌
の
浮
か
び
し
腕
を
%
に
し
つ
つ
必
は
山
掛
け
ぬ
シ

ル
パ
ダ

ン

ス

に

刻

山

同

者

nさ
す
・平
副
の
口
の
剛
山
ら
は
保
町
に
抱
き
つ
き
別

れ

仰

し

み

ぬ

刻

川

利

犬

&，，
ム

沼
に
来
て
日
々
親
し
め
ば
肝
の
帆
に
も
の
与
へ
む
と
思

ふ
こ
と
あ
り

三
谷

和
夫

っ
“中

南
一肘
の
ひ
な
び
し
駅
に
う
づ
く
ま
る
円
ら
な
ひ
と
み
の

白
き
子
猫
は

小
出

札
チ

山本寛太選

三
月
F
旬
に
手
引
川
公
闘
を
訪
れ

る
と
、
背
丈
の
低
い
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ

ピ
ラ
が
芝
生
の
よ
う
に
地
耐
に
広
が

・6
AI

・ι

り
、
必
の
川
か
ら
知
市
仰
を
仲
ば
し
て

い
ま
し
た
。
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
は

道
端
、
出
先
、
旧
畑
な
ど
で
よ
く
比

か
け
る
山
い
で
す
。
日
本
は
お
ろ
か
令

スズメJカタピヲ

(し、ね科)
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髄
り
ま
す
H

無

料

で

*

n

転
市
の
前

に
付
け
る
，
y
ど
も
を
来
せ
る

イ
ス

・
H4
例
〈
杉
山
岳
(
泊
}

i
2
4
3〉

申
し
込
み

辿
絡
先
に
此
接
叫
話
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー
ナ

ー
へ
の
梢
惟
巾
し
込
み
は
、

む
訓
で
商
工
制
光
政
消
詑
川

符
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取
り
扱
う
品
物
は
、
け
川

雑
袋
一
寸
の
耐
久
消
世
財
で
す
O

K
刻
、
自
動
山
下
、
生
き
物
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
尚
に
観
光
課

消
悲
恕
係

・
内
線
3
2
9

47，705世帯

叶
一
持
に
分
布
し
、
い
い
丈
は
ト
セ
ン
チ

か
ら
.
ニ
ト
セ
ン
チ
利
あ
り
、
花
は
い

じ砕
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
けん
ら
れ
ま
す
。

こ
の
引
は
イ
ネ
科
の
純
物
で
す
の

で
、
花
と
い

っ
て
も
花
び
ら
は
な
く
、

え

パ

か

ら

ね

的

机
と
呼
ば
れ
る
伎
が
雌
し
べ
や
雌
し

べ
を
包
ん
で
い
ま
す
。
-a
枚
合
わ
さ

っ
た
頴
の
上
部
は
紅
紫
色
に
染
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
顕
微

鏡
で
の
ぞ
く
と
穎
に
白
い
モ
も
見
え

ま
す
。
穎
を
聞
く
と
、

小
に
雌
し
べ

が
一
側
、
雄
し
べ
が
二
一
例
あ
り
ま
す
。

穎
に
包
ま
れ
た
花
は
問
例
前
後
が

集
ま
っ
て
小
般
を
作
り
、
小
結
が
い

く
つ
も
集
ま

つ
芳
一
つ
の
胞
に
な
っ

hv
g
め
カ
斤
ぴ
ら

て
い
ま
す
。「
街
の
雌
子
」
と

い
う

名
は
、
小
川
仙
の
級
ry
を
小
さ
な
峨
，

r

に

μ立
て
た
名
で
す
。

(文

-vyHバ
佐
久
間
俊
行
)
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